
独立基礎の
モデリングと計算



モデリング編
 Step1 地盤データの入力
 Step2 独立基礎情報の入力
 Step3 地盤データ・独立基礎の配置
 Step4 設計/解析設定
 Step5 解析実行
 Step6 結果確認

計算編

付録 モデルの修正
1. 独立基礎を偏心させるには...
2. 独立基礎の配筋を変更するには...
3. 設計上の中間変数を変更するには...



モデリング編



基礎のモデリングフロー

地盤データ・独立基礎の配置

独立基礎情報の入力地盤データの入力
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地盤データと独立基礎データを
一緒にモデルに配置します。
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▶今回作成するモデルを確認しましょう。Step 0-1

モデル概要
Step
0



▶モデルを開きます。Step 1-1

地盤データの入力
Step
1

▶地盤データを用意します。Step 1-2
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Step 1-3
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▶独立基礎情報を用意します。Step 2-1

Step 2-2
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独立基礎情報の入力
Step
2



高さ関係の諸数値

「情報>層別情報」

「基礎>基礎情報>地盤情報」

「基礎>基礎情報>独立基礎」

*1

*3

▼1FL
200

h1▲柱状図
開始深度

300
▼GL

*1

*2

*3

15

10

20

0

*2



▶地盤データと独立基礎を一緒にモデルに配置します。Step 3-1

地盤データ・独立基礎の配置
Step
3

Step 3-2
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 節点を選択→Enter→Esc1
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▶設計設定を確認します。Step 4-1

設計/解析設定
Step
4

▶解析設定を確認します。Step 4-2
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▶解析を実行します。Step 5-1

解析実行
Step
5

 F5キー1

解析実行時の注意

✔

解析は、上部構造と基礎構造が分かれています。

基礎を配置したモデルを解析するときは、最低でも下の3つにチェックして解析実行して下さい。
（上部構造の断面検定も一緒に実行しないと、付加応力が基礎梁の断面検定に考慮されません。）
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3つにチェックして解析実行



▶基礎の構造計算書を出力します。Step 6-1

結果確認
Step
6

計算書出力時の注意

構造計算書は、上部構造と基礎構造で別々に作成します。

上部構造 基礎構造
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計算編



基礎の計算フロー

上部解析結果

断面検定

基礎梁のセクションソルバー
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基礎梁で考慮 フーチングで考慮
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偏心曲げ (Me) 水平反力×h (Mr)

付加応力
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 DL時鉛直反力は、Rz 218.49kNです。1

基礎を偏心させて、付加応力の計算への影響を確認しましょう。

 偏心距離 e 0.3m

 LL時鉛直反力は、Rz 12.50kNです。2

 ⻑期の上部応力は、M -28.70kNmです。3



 基礎梁の断面検定で、上部応力+付加応力が考慮されます。
 M -28.70kNm+Me(DL -65.55kNm+LL -3.75kNm)=-98kNm

7

7.6.1.5 基礎梁の断面検定表
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6.3 付加曲げ応力 [基礎]

12.3.1 基礎梁の付加応力図DL

基礎梁の付加応力として、Me65.55kNmが考慮されます。
Me65.55kNm/5m=Q 13.11kN

 偏心させると、偏心曲げモーメントMeが算定されます。
Rz218.49kN*e0.3m=Me65.55kNm

6

 基礎梁のセクションソルバーに付加曲げ応力を作用さ
せたときに、曲げモーメントに抵抗する反力が発生しま
す。この反力のことを付加軸力N’と呼びます。
X1/Y1 の反力：Q 13.11kN+直交梁Q 0kN=N’13.11kN

12.3.3 基礎梁の付加軸力図DL



7.1.2.2 独立基礎の設計[基礎]

フーチングの検討
ΣN：地反力は、基礎重量を除いた軸力を用いて検討します。

鉛直反力Rz+付加軸力N’が考慮されます。
ΣN= Rz(DL 218.49kN+LL 12.50kN) +N’(DL 13.11kN+LL 0.75kN)=245kN

ΣM：付加応力を基礎梁で負担する場合、 フーチングの検定に付加応力を考慮しません。

支持力の検討
ΣN：接地圧は、基礎重量を含む軸力を用いて検討します。

鉛直反力Rz+基礎重量Wf+付加軸力N’が考慮されます。
Wf=フーチング(24kN/m3*2m*2m*0.6m)+被り土(17kN/m3*(2m*2m-0.7m*0.7m)*0.8m)=108.14kN
ΣN=Rz(DL 218.49kN+LL 12.50kN)+Wf108.14kN+N’(DL 13.11kN+LL 0.75kN)=353kN

ΣM：付加応力を基礎梁で負担する場合、 支持力検定に付加応力を考慮しません。
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「基礎>設計条件」

付加応力をフーチングで考慮する場合の計算結果を確認しましょう。

 DL時水平反力は、Rx 10.36kNです。1

 LL時水平反力は、Rx 1.02kNです。2

 ⻑期の上部応力は、M -28.70kNmです。3



7.6.1.5 基礎梁の断面検定表

4

5

6.3 付加曲げ応力 [基礎]

フーチングで考慮にチェックすると、
基礎梁に付加応力は考慮されません。

フーチングで考慮にチェックすると、
水平反力Rx×根入れ深さhによるモーメントMrが考慮
されます。
Rx10.36kN*根入れ深さ1.6m=Mr16.57kNm

6 基礎梁に付加応力が考慮されないため、
付加軸力は発生しません。

 基礎梁の断面検定では、上部応力M -28.70kNmのみが考慮されます。7

12.3.1 基礎梁の付加応力図DL 12.3.3 基礎梁の付加軸力図DL



7.1.2.2 独立基礎の設計[基礎]

接地圧の検討
ΣN：地反力は、基礎重量を除いた軸力を用いて検討します。

鉛直反力Rzのみが考慮されます。
ΣN= Rz(DL 218.49kN+LL 12.50kN) =231kN

ΣM：付加応力が考慮されます。
Mrは、フーチングの検定では底盤中心までの根入れ深さh’で算定します。
DL Rx10.36kN*根入れ深さ1.3m=Mr’13.47kNm
LL Rx1.02kN*根入れ深さ1.3m=Mr’1.33kNm
ΣMx=Me(DL -65.55kNm+LL -3.75kNm)+Mr’(DL -13.47kNm+LL -1.33kNm)=-84.09kNm

支持力の検討
ΣN：接地圧は、基礎重量を含む軸力を用いて検討します。

鉛直反力Rz+基礎重量Wfが考慮されます。
Wf=フーチング(24kN/m3*2m*2m*0.6m)+被り土(18kN/m3*(2m*2m-0.7m*0.7m)*0.8m)=108.14kN
ΣN=Rz(DL 218.49kN+LL 12.50kN)+Wf108.14kN=339kN

ΣM：付加応力が考慮されます。
ΣMx=Me(DL -65.55kNm+LL -3.75kNm)+Mr(DL -16.57kNm+LL -1.63kNm)=-87.5kNm
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付録

モデルの修正



付録1 独立基礎を偏心させるには...

1

2

 基礎を選択→Enter/3

✖

 基準点をクリック/1

 “300,0”と入力→Enter/2
(y方向に何mm),(z方向に何mm)と入力します。

POINT



付録2 独立基礎の配筋を変更するには...

2

1

▶独立基礎の配筋は、「断面検定入力情報」より入力します。



付録3 設計上の中間変数を変更するには...

1

2

▶許容支持力の値など、設計で使う諸数値を丸めたいときに、中間変数を入力します。

 直接入力した支持力度が採用されます。4

 例えば、支持力を直接入力すると…3






